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看護学生における解剖実習見学前後の「死体Jに対する
イメージの変化

ーデス・エデュケーションの視点からの一考察一
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Change in the image of a corpse for students of nursing after visiting an 

anatomy dissection class and the importance of death education. 
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Abstract 

We investigated the influence of a visit to the anatomy dissection class on the image of a corpse that the 

students of nursing have. They answered our questionnaires about the image of a corpse， their curiosity， 

their knowledge， their tendency to reject or empathize with the death of others， before and after visiting the 

class. The results of the survey shows that their earlier positive image of a corpse and their curiosity 

decreased after the class. It suggests that there may be a necessity for death education to be coordinated 

with visiting the class. 
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問題と目的

近年，タブー視されていた「死」に関する問

題が，日本においても頻繁に取り上げられるよ

うになった。そこには以下のような社会的背景

がある O 第1に，医療の高度化に伴い人間が人
間の生命を操作する時代にはいったことが考え

られる o言い換えれば，私たち自身が「生き方J
「死に方Jを選択しなければならなくなったと
いうことである o 第 2には，価値観が多様化し
たことがあげられるO 日本はめざましい科学技

術の進歩や経済発展により物質的には満たされ

てきたが，その一方で核家族化が進み家族や地

域の紳は希薄化してきた。また，私たちはマス

メディアを通して様々な情報を得ることができ

るようになったが，氾濫した情報をどう取り入

れていくかについては未だ確かな指標をもって

いなし )0例えば，毎日のように交通事故や殺人，

自殺といった「死jがマスメディアを通して伝

* 1 看護学科

えられるが，それをどう受けとめていくかにつ

いて十分に議論されていないのである O つまり

私たちは，生命を操作する技術は得たがその扱

い方を知らないのである O もっと「生jや「死j

について考えていく必要があるのではないだろ

うか。

死生観は「自己の生と死に対する自己評価で

あるJ1) から意識しているかいなかは別とし
て「すべての人が独自の死生観をもっている」

という o 山本1)は，死に対する態度として「あ

る死に対して感情が入りこまない時をく死の客

観化>J， r感情が入りこんだ時をく死の主観
化>Jと呼び， r死の主観化Jの過程を重要視
している o また彼は， r死生観の生成過程」を
「死の認識J，r死の拒絶J，r死の二重否定」の
段階として考察している or死の認識」という
のは， r他者の死に対する悲嘆体験を積み重ね」
たり， r他者の死を自己に投影させることによ
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りj死の理解が深まる段階である。死の理解の

深まりとともに私たちは「自己の死に対してイ

メージをつくりそれを独自のやり方で知覚する

ようになるJoIそれはくさびしい>，くつめた
い>， <恐ろしい>，くいやな>というような

否定的なものjで， I死に対する態度が否定的J
になり， I死を考えることや死を考えさせる動
機となる外的なものから眼をそむけるようにな

るんこれが「死の拒絶Jの段階である o I死の
二重否定Jというのは， I人間にとって死は否
定しきれないものであることを率直に認め，死

の否定を否定するJ段階である O それが消極的
になされるときは「あきらめjであり，積極的

になされるときは「受容」であるという。言い

換えれば，死を受容していく過程では，死に対

して拒否的になる時期があるということである O

そして，この「死の拒絶jの段階を乗り越える

ための支援が重要であると考える O

デーケン2) は， Iデス・エデュケーション」
を「教育を通じて死という現象をいくらかでも

身近なものとして捉え，死の意義を考察するこ

とにより，無意識のうちに抑圧されている死へ

の恐怖を緩和し，同時に人生の意義をもより明

確に自覚できるようにするのが目的であるjと

い生涯学習としての実施が社会の急務である

と主張しているO また，若林3) は， I死を見つ
める教育とは，隠された真理，生き方を学習す

ることである O 教育には進歩，発展，繁栄といっ

た側面ばかりでなく，人間の有限性を見極める

こと，そしてそのうえで生きる意味を問うこと

も必要」と述べている O つまり， I死Jを拒否
したり避けるのではなく，自分や家族， とりま

く社会の問題としてとらえられるようになるこ

とが重要である o I死」について学ぶことは，
すなわち「生」を学ぶことなのである O 平!lJ4)

は， Iデス・エデュケーションjを「生と死の
教育!といい，その目標を， I死を恐れること
なししかも与えられた人生を心から受容する

ことができるjこと，そして「死に関する情報

提供や死に直面した人への援助，発達段階に応

じた生と死の教育Jとしている O この目標を達
成するためには， I死生観や価値観，人生に対
する心構えなどを検討することjや系統的にデ

ス・エデュケーションを実践していくことが必

要である。それは，幼児期から家庭や学校教育

の中で意識的に取り組んでいかなければならな

いが5一汽実際の具体的内容については明確に

されていない。

山本1)は， I臨床の場で患者の死を主観化で
きる能力を備えるには，先ず自己の死の主観化

を完了していなければならない」として，医学

生や看護学生への「死生学」の必要性を強調し

ている。看護婦(士)は，医療現場でさまさま

なジレンマに直面している 10)が，そこには必

ず「生jと「死jの問題がある O こうした葛藤

場面において看護婦(士)は，回避するのでは

なく専門職業人として自律的に対応できること

が望まれる。看護学教育におけるデス・エデュ

ケーションは，その必要性が論じられ，専門科

目の講義や実習の中で個々に取り組まれてい

る1ヘしかしながら，その教育方法や評価につ

いては明らかにされていない。人間としての死

生観の形成過程とともに，人間の生死に関わる

専門職業人としての死生観，倫理観の形成過程

についてもっと研究する必要がある。

専門職業人としての死生観に焦点を当てた研

究で， I死」に直面する看護婦(士)の態度を
扱ったものは比較的みられる 12)が，看護学教

育の初期の段階での死生観についてはほとんど

取り上げられていない。言い換えれば，個人の

死生観を基盤に形成される専門職業人としての

死生観が，専門教育のなかでどのように発達，

変化してくのかという問題についても取り組ん

でいかなければならない。解剖実習見学は，人

体構造の理解を深めるために行われるとともに，

学生にとって「死Jの問題に直面するひとつの
機会となる O しかし，後者の視点をデス・エデュ

ケーションにつなげようとする研究はなされて

いない。また、解剖実習見学は強い緊張を伴う

と考えられるが、学生への影響については明ら

かにされていない。医学教育において解剖実習

は、解剖学的構造の複雑な関係を学習すること

が目的であり、その場で学生が直面している心

理的問題については軽視される傾向にあった。

TuohiInaaら13) は，医学生に対して解剖学の

授業の中で死ぬことや死についてディスカツショ

ンする時間をもつことによって，解剖実習に伴

う心理的問題に対して効果をあげている O 看護

学生は，解剖実習見学で「献体Jという概念を
取り込んだり，直接的に「遺体」に触れる体験

をする O この体験は単に人間の解剖学的構造を

理解することのみならず，人間の「死jについ

て考える機会となるO 青年期にある彼(彼女)ら

は， r受験の失敗，失恋，親友との別れ，進路
をめぐる親との意見の対立，社会体制の中にあ

る矛盾などを通して『小さな死Jを体験するJぺ
傷つきやすく，死について考えることを回避し

たり，死を求めたりという危うさも持ち合わせ

ている O生と死の葛藤と苦悩の中でアイデンティ

ティを確立しつつある彼(彼女)らは，解剖見

学実習によって，死を自分の問題としてとらえ

学習への動機を高めるかもしれない。しかし逆

に「死の拒絶」を強める可能性もあるのである。

そこで本研究では解剖実習見学に焦点、をあて、

上述したデス・エデュケーションへの展開と心

理的影響という側面から，その実態を調査した。

-44-



イメージ 14)は「複雑な心的特性の複合体」

で， r直感的・感情的印象によって形成される
ものであるJが「漠然としていながら行動を規
定する力が強いといえるんしたがって，死を

身近な問題としてとらえる体験が少ない学生が

今までにどのような死に関するイメージを抱い

ていたかということやその変化は，死生観や死

の問題に対する姿勢に反映すると考えられる O

李はI勺単独形容詞SD法を用いて大学生の生，

死，言葉，身体のイメージについて調査してい

るO それによると大学生は，死に対して「肯定

的と否定的の両方のイメージを同時にもち，一

方のイメージにより他方を否定するのではなく，

両者を共存させているん特に女子学生はその

傾向が強く，男子学生より楽観的なイメージを

抱きやすいという O 日本人の遺骸観は， r身体・
肉体と霊魂とを対立的に捉える考え方がないか，

あるいはその傾向が弱しリ 16)，r肉体のすみず
みまで個人の人格が宿っているという傾向があ

るJ17) という O この長年培われてきた東洋的
思想は，肯定的，否定的といった両極イメージ

の共存に影響していると考えられる O 解剖実習

見学で学生は，実際に「遺体Jと接するO 身体
イメージを形成しつつある彼らは， r遺体Jを
どのように受けとめ，自己に取り込んでいくの

だろうか。本論文では， r死jに関するイメー
ジのひとつとして「死体Jのイメージを取り上
げた。ここでは特定の対象を指している場合を

「遺体J，漠然とした対象をいう場合を「死体j
と区別して表現した。

また，解剖実習見学経験がどうであったかと

いうことは，個々の取り組む姿勢が反映し，今

後の学習に影響すると考えられるO そこで，学

習への姿勢として， r好奇心Jr知的好奇心J
「拒否Jr共感Jを取り上げた。「好奇心とは内
発的動機づけを構成する重要な要素の 1つで，

有機体の生存に直接役に立たない情報を求める

傾向をさす。探索行動や認識行動を引き起こす

動機づけともいえるJ1九また「知的好奇心は
好奇心に含められるが，態度，信念，知識，思

想、などの象徴反応問のコンブリクトにより生じ，

認識行動を引き起こすJ18) とされ，両者は学
習への動機を促進すると考えるO 一方「拒否J
「共感jは，死の受容過程における重要な一側

面であると考えられる O さらに，解剖実習見学

で学生は緊張や不安をともなうことが予測され

るが，その受けとめ方には個別性がある O 支援

の手がかりとするため性格特性についても調査

した。解剖実習見学を通して， r死体Jのイメー
ジがどのように変化するかは，上記した学習へ

の姿勢や性格傾向などがダイナミックに関連し

ていると考えられる(図1.参照)。

本論文では，家族や友人の死ではない，看護
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オリ工ンテーンノヨン
解制;実'ill見守

図l 解剖実習見学前後の学習への姿勢と

「死体Jのイメージの変化モデル

学生として「死Jに直面する解剖実習見学の経
験を通して，デス・エデュケーションの視点か

ら以下の点、について考察する O

(1)解剖実習見学前後の「死体」のイメージ，
学習への姿勢についてその実態を明らかに

する O

(2)学生の「死体jのイメージ，学習への姿勢

およびTEGによる性格傾向の関連につい

て検討する O

(3)解剖実習見学における，学生への支援の必

要性とデス・エデュケーションの展開の意

義について検討する O

研究方法

被験者 :H短期大学看護学科1年生99名(女子

学生のみ)。平均年齢は18.5歳 (SD = .64)で
あった。

質問紙:学習への姿勢に関する質問項目， r好
奇心Jr知的好奇心Jr拒否Jr共感jについて
の質問内容は，本研究の共同研究者間で討議し

作成した(表1に示す)。予備調査から，わかり
にくいとされた文章表現を修正し質問紙とした。

「死体」のイメージについては，李の研究15)

で用いられた単独形容詞SD法の項目を参考に
して， 11対22項目の形容詞をランダムに配列し，

それぞれ独立に5段階で評定した。

手続き:調査スケジュール(図 2)に従って実

施した。

見学 1ヶ月前

G~:;孟〕
解書1)実習突きF
オリ工ンテ シヨ/

図2 調査スケジュール
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解剖実習見学前

表 1 学習への姿勢に関する質問項目

解剖実習見学後

-解剖実習見学を楽しみにしている o

-解剖実習見学に興味がある o

-解剖実習見学は面白そうだ。
コ 好奇

r-.解剖実習見学は面白かった。

解音IJ実習見学中は初めて人間の体の中

心一一→ を見たのて興味津々だった。

しー・機会があれば別の解剖lも見学したい。
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-遺体の解剖は怖い。

-遺体の解剖は気持ち悪い 0

.遺体の解剖は見たくなL¥。 コ 拒
-遺体の解剖は残酷だと煙、う。

・遺体の解剖はその人の生前を思うと力、

わいそうだ。

-遺体の解剖で，今までに経験した人の

死を思い出す。

1 件」 バ

<調査1> 
解剖実習見学の1ヶ月前に，集合調査法によ
り質問紙調査を実施した。学生には，本研究の

目的と，プライパシーの保証，学業成績には無

関係であることなどを伝えた。

く調査II>
解剖実習見学前日のオリエンテーション開始

前に， TEG検査を実施した。オリエンテーショ

ンでは，実習の方法のみならず，目的，目標，

留意事項が説明された(表2参照)。とりわけ，

「献体jの意味や「遺体Jへの配慮、については
重点、を置いて説明された。

く調査III>

解剖実習見学の 1週間後に，調査Iと同様に
集団調査法により質問紙調査を実施した。

く結果の処理法>

TEGは手引き書19)にしたがって処理した

学習への姿勢および「死体Jのイメージは下
記の通り得点、化した。

「好奇心Jr知的好奇心Jr拒否Jr共感J:各
項目の01個につき1点とした O

「死体」のイメージ:“全くあてはまらない"

( 0点)，“ややあてはまらない"(1点)， 
“どちらともいえない"(2点)，“ややあて

はまる"(3点)，‘7ド常にあてはまる"(4点)
とし7こO

調査し調査II，調査凹のいずれも実施でき
た学生で，欠損値のなかったケースを有効デー

タとした。その結果88名のデータが得られた。

「ー・遺体の解剖をみて怖かった。

否一一→ ・遺体に触れるのは気持ち悪かったο

L-.もう二度と解剖実習見学はしたくない。

Fー・遺体の解剖は残酷だと思った。

感一一斗 ・遺体の解剖はその人の生前を思うと力、わいそうだった。

L-.遺体の解剖で，今までに経験した人の死を思い出した。

表 2 解剖実習見学前オリエンテーション内容

1. 目的

1 )講義で学んだ知識をもとに、医学部で実施されて

いる解剖実習の遺体を観察し、人体の構造をより

深く理解する。

2 )遺体に接し、生命と死、献体の意義などを考え、

医学領域に携わる者としての意識を深める。

2. 目標

1 )胸腔および腹腔内臓器の互いの位置関係や、それ

らの体表への投射位置、また主な血管や神経との

関係を理解する。

2 )遺体での観察が難しい部分については、摘出臓器、

各部の断面を示す標本、胎児標本などの観察を通

して理解を深める。

3 )実習に供されている遺体はすべて献体によるもの

であることに考えを巡らし、生命の尊厳、奉仕の

精神などについて考える。

3.注意事項

1 )今回の実習は、広島大学医学部解剖学教室のご厚

意により実現したものであり、且つ医学科学生の

解剖実習中の遺体を観察するものであるから、実

習室内での態度はもとより、施設の利用やキャン

パスでの行動には節度をもってあたるよう心掛け

ること。

2 )配布した『解剖センタ一実習室使用にあたってj

をあらかじめよく読んでおく。

3 )観察する遺体は、献体の制度に基づいて、生前の

ご意志により医学部での実習に供されたものであ

るから、その主旨をよく考えて、実習中はもとよ

りその前後の言動においても、敬虐な気持ちを忘

れないよう特に注意すること。
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結果と考察

88名の学生の84.1%が，解剖実習見学以前に
「遺体Jを見た経験があった。しかし，経験の
有無による学習への姿勢および「死体Jのイメー
ジと有意な関連は見られなかった。このことは，

「他者の死によって自己の死を学習するjとい

う山本1) の見解と一致しないが，本論文では

「遺体Jをみた経験の有無に関してのみ分析し
たためと考えられる O 個々の体験が，その人に

とってどういう意味があったのかということが

問題であるO 単に経験の数のみならずその質に

ついても今後分析検討していく必要がある O

TEG:TEGには19)，CP， NP， A， FC， AC 

の5尺度があり，それぞれ「批判的な親の自我

状態j，r養育的な親の自我状態j，r大人の自我
状態j，r自由な子どもの自我状態j，r順応した
子どもの自我状態jの特徴を示す。各尺度得点

の平均は図 3に示すとおりで，標準と顕著な差

はみられなかった。 NP得点は，看護学科を選

択した学生ということで高い傾向にあると予測

したが，標準値より低かった。また， FC得点

が標準値より低く， AC得点の平均が標準値よ

り高かったことは，近年の青年期の特徴のひと

つである「いい子J傾向を反映していると考え
られる。 TEGパターン分類によると， 21パター

ンに分布し，最も多かったタイプはN型の19名
であった。

「好奇心Jr知的好奇心Jr拒否Jr共感J 解
剖実習見学前後の変化を，図4に示す。実習見

学前後とも「拒否jr-共感」傾向は低く， r-好奇
心jr知的好奇心jは高かった。解剖実習見学
前後で有意な差がみられたのは， r好奇心Jお
よび「知的好奇心Jで，いずれも見学前よりも
後の方が低下していた。この低下は，解剖実習

見学を経験することで，一時的にも「好奇心J
「知的好奇心Jが満たされたことに起因するの
か，それとも実習見学経験そのものに「好奇心J
が低下する要因があったのだろうか。実習見学

中は， H大学医学部解剖学教室教授，助教授の

ご指導を受けることができたこと，さらに本研

究メンバー 8名(科目担当教授を含む)が同伴

し学生をサポートしたということで，学生は気

分不良に陥ることもなく積極的に学習に取り組

めた。したがって，個別的な分析の必要はある

が，ネガティプな影響は最小限に押さえられた

と考える O ここで予測される「好奇心jr知的
好奇心jの低下の要因としては，学生の解剖実

習見学以外の環境要因があげられる O 特に調査

IIIが基礎看護実習直後に行われたために，調査
時の学生の関心が基礎看護学実習での体験や学

習に向いていたことが影響していたと考えられ

るO 調査IIIの時期は，解剖実習見学後にその効
果をより反映すること，調査が可能であること
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とを考慮し見学の 1週間後としたが，その妥当

性や長期的影響について今後検討していく必要

カまある O

TEGのA得点と解剖実習見学前の「知的好
奇心Jに弱い正の相関 (r=.33，Pく.005)があり，
それはA尺度の客観的，合理的思考傾向に関連

すると予測される O 一方「知的好奇心Jの解剖
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実習見学前後の差(後一前)とA得点に弱い負
の相関 (r==-.25，Pく.05)が見られたことは前述
した点と矛盾するが，解剖実習見学の体験によ

り， r知的好奇心jが充足されA尺度の打算的
傾向が反映したのかもしれない。また， AC得

点、と「拒否」の解剖実習見学前後の差(後一前)

に弱い正の相関 (r==.29，Pく.01)があった。こ
れは， AC 尺度が主体性の欠けた順応性の特徴

を示すことからこの現実回避的傾向に関連する

と考えられるO 見学中は一見順応した行動をし

ていても，そこでの感情を抑制していたのかも

しれない。支援の必要性が示唆された。

死体のイメージ:22項目のうち，項目分析で有
意でなかった3尺度を除いた19項目について主
因子法，パリマックス回転による因子分析を行

い，固有値が1.0以上の4因子を抽出した(表3)0

第 I因子は， r明るいJr好ましいJrうつくし
いJrなつかしいjの4尺度からなり，肯定的
なイメージからなる O 共同研究者聞の討議によ

り，天国に似たイメージであることで合意を得

「来世志向ポジティブイメージ」とした。第II

表3 死体に対するイメージの因子分析

因子I 因子E 因子皿 因子N

日月るし、 .760 -.064 ヘ059 ヘ040

好ましい .745 ー.024 .054 .055 

うつくしい .574 .016 .373 ー.039

なつかしい I .448 .145 .365 -.187 

見苦しい ヘ072 .726 -.279 ヘ131

みすぼらしい .200 .699 ー.196 .129 

汚れた .034 .671 ー.271 .062 

無意味な .145 .670 I ー.274 ヘ058

嫌悪すべき ー.330 ー.128 .111 

苦しい ー.114 .582 .061 ヘ100

暗い -.405 lml .203 .234 

こわい 105 .459 .038 248 

i青らかな ヘ446 -.299 .728 ー.157

安らか 1. 422E-4 ヘ192 .680 108 

意昧のある .032 ヘ235 489 ー.013

あたたかい .270 050 山叩
やわらかい 1. 708E-4 .128 ー.643

かたい .033 134 .041 口冷たい ヘ266 338 .224 

寄与率(%) 18.4 52.3 16.3 13.0 

因子は， r見苦しいJrみすぼらしいJr汚れたj
「無意味なJr嫌悪すべきJr苦しいJr暗いJ
「こわい」の 8尺度からなる O これらは， r死
体」への，直接的ではない自己との関係性のな

かで抱かれる否定的イメージで「間接ネガティ

プイメージJ，第III因子は， r清らかなJr安ら
かなJr意味のあるJrあたたかいJrやわらか
いJ5尺度で，これらからは生への希望がイメー
ジされたことから「現世志向ポジティプイメー

ジJとした。第IV因子は， rかたいJr冷たいJ
の2尺度からなり， r死体」に対する直接的イメー
ジとしてとらえられ， r直接ネガティブイメー
ジ」とした。各因子の解剖実習見学前後の関連

をみると，第II因子 (r==.65，pく.001)と第111因
子(ト.61，Pく.001)は前後で比較的強い正の相
関があった。このことから， r間接ネガティプ
イメージJと「現世志向ポイジティプイメージj
は短期的には変化しにくい比較的安定したイメー

ジと考えられる O

TEGのCP得点と解剖実習見学前の「現世
志向ポジティプイメージjに弱い負の相関(r== 
-.26 ， Pく .05) があった。 r~でなければならな

いJという CP尺度の保守的な面が反映したと
思われる O また， NP得点と，解剖実習見学前
および後の「現世志向ポジティプイメージ」に

それぞれ正の相関 (r==.29，pく.01jr==.27，Pく.01)
がみられた。これは，相手を受け入れようとす

るNP尺度のやさしく母性的傾向が関連して
いると考える O

「好奇心J，r知的好奇心J，r拒否J，r共感j
の解剖実習見学前後の差(後一前)と各因子の

解剖実習見学前後の差(後一前)について，下

記のような関連がみられた。「好奇心Jと「間
接ネガティプイメージJ(r二 .30，Pく005)，r知
的好奇心」と「間接ネガティプイメージJ(r== 
.36，Pく.001)，r好奇心Jと「直接ネガティプ
イメージJ(r==-.23，Pく.05)，r知的好奇心Jと
「直接ネガティプイメージJ(r二一.23，Pく.05)
に弱い負の相関があった。これは， r好奇心」
「知的好奇心Jが高いと学習はポジティプな経
験となり，それが「死体」のイメージに反映し

たと考えられる O また， r拒否Jと「現世志向
ポジティプイメージ」に弱い負の相関(r==-.29，
Pく.01)， r拒否Jと「直接ネガティプイメージJ
に弱い正の相関 (r==.24，pく.05)がみられた。
言い換えれば， r拒否J傾向が強いと学習への
動機は阻害され，学習経験はネガティプとなり，

「死体jのイメージに影響した。この結果から，

「好奇心」や「知的好奇心Jといった学習への
動機づけや「死Jの受容過程を支援することで，
学習がより効果的であるのみならずポジティプ

な経験となり，それが「死」に関するイメージ

の変化をもたらす可能性が示唆された。 Tuo・
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himaaら13)が述べているように学生が何らか

の「死Jに直面するとき「死」について討議し，
学生自身の学習への動機づ、けや， r死Jの「受
容レベルJ，r死生観」について意識化していく
ことが重要と考える O

解剖学実習見学前後の「死体Jのイメージの
個々の項目の変化について，図 5，図6にそれ

ぞれポジティブイメージとネガティブイメージ

の変化として示した。学生のイメージはポジティ

プあるいはネガティブに偏るのではなく，両方

の側面をもっている O これは，李15) の研究結

果に一致するO ポジティプイメージでは「明る

いJr好ましいJrあたたかいJに有意差がみら
れ，いずれも解剖実習見学前よりも平均値が下

がっていた。ポジティプイメージのなかで，解

剖実習見学前より後の方が上昇していたのは

「意味のあるJrうつくしい」であった。 2尺度
ともに有意な差ではなかったが，オリエンテー

ションや見学中の指導で学生は厳粛な気持ちで

見学に臨み， r献体Jについて考えを深めるこ
とができたことによると思われる。一方，ネガ

ティブイメージにおいては顕著な変化がみられ

なかった。[嫌悪すべきJは解剖実習見学前よ
りも後の方が低下している傾向があり， r冷た
いJでは解剖実宵見学後の方が前より高値であっ
た。学生の「死体」に対するポジティプイメー

ジの低下，特に「好ましいJr明るいjなどの
「来世志向ポジティプイメージJの低下や，ネ
ガティプイメージにおける「冷たいJの上昇傾
向は，見学した「遺体」が亡くなられて間もな

い状態と違い，解剖実習のある段階の「遺体J
の見学であったことも影響したと考えられる O

また， rネガティブイメージjの顕著な増強が
みられなかったことや「嫌悪すべき」の低下傾

やわらかい

* あたたかい
意味のある

やすらかなド→

ヘ明るい**

うつくしい
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向がみられたこと，解剖実習見学前後で「拒否J
「共感」傾向に顕著な変化がなかったことは，

事前のオリエンテーションや見学時のサポート

のみならず， r遺体Jの頭部が布で覆われてい
る等の配慮がなされてあったことも反映したと

思われる O

デス・エデ、ュケーションの視点、から看護学生

の「死生観Jの形成過程を明らかにするための
一研究として，解剖実習見学の前後の看護学生

の「死体jに対するイメージと学習への姿勢

(r好奇心Jr知的好奇心Jr拒否Jr共感J)に
ついて質問紙調査を行った。その結果，解剖実

習見学後の「好奇心Jr知的好奇心Jおよび
「死体」に対するポジティブなイメージが低下

した。その要因については，縦断的に調査する

ことや個別の詳細な分析により明らかにする必

要がある O また，解剖実習見学前に「好奇心J
「知的好奇心Jを高め， r拒否J傾向を低減す
るアプローチをすることは， r死生観Jの形成
過程を支援することにつながると考えられる O

本調査により，解剖実習見学を，人体構造の理

解とともに死生観を培うというデス・エデュケー

ションの一貫として位置づけることの意義が裏

付けられた。

結語

解剖実習見学に際しては，講義や事前のオリ

エンテーションで「献体Jの概念や「遺体Jへ
の配慮、について教示された。また見学中も学生

は学習への助言や心理的サポートを受け，冷静

に対応できた。学生は，解剖実習見学を通して，

解剖学的構造の理解を深めるのみならず自己の

死生観をみつめる機会をもてたのではないだろ

うか。本論文では， r死Jのイメージの検討や，

汚れた

暗い

かたい

嫌悪すべき*

4 

3 
無意味な

苦しい

見苦しい

なつかしい

本

好ましい

}ト前得点平均

後得点平均 * 冷たい

みすぼらしい

* P <'05 
* * P <.005 

図4 解剖実習見学前後の死体のイメージ

(ポジティプ)

-49-

こわい ー令ー前得点平均

-・..後得点平均

凶5 解制実習見学前後の死体のイメージ

(ネガティプ)



広島県立保健福祉短大紀要 1 (1) 43-50 1995 

個別的分析については触れなかったが，今後本

結果と関連させてさらに検討していきたい。
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